
 

資料７－２ 

小杉町２丁目町内会  房 正三 

 

区民会議の審議テーマ案 
 

「まちの魅力を見つける」 
 

○区民が選ぶ観光スポット 

○観光行政の充実で人を呼ぶ 

○観光案内ボランティアの育成 

 

【具体的な事例】 

 

１）文化・スポーツのフィールド…等々力緑地 

２）歴史のフィールド…中原街道 

３）自然・散策のフィールド 

４）新都市「小杉」のフィールド（ＮＰＯとの連携） 

・・・・商業、業務、住居がマッチングした新都市への変貌 

５）企業のフィールド…日本電気、富士通、三菱自動車等区内に立

地する企業との係わりを考える。 

 



◎区民会議へ送付されたメールの対応  資料７－３ 

 

区民会議で取り上げて欲しい地域課題 

【区民の方から区民会議事務局へ送信されたメール】 

 

日頃は区政にご尽力頂き、区民として感謝申し上げます。 

私は、丸子通２丁目にあるマンションの理事長をしておりました○○と申します。 

私が住むマンションは、近年多発する集中豪雨により、過去５年のうち、２度の浸

水被害に遭っています。この他、浸水被害をマンション住民総出で土嚢を積んで食

い止めるなど、降雨量が多くなる時期は、毎日、ヒヤヒヤしている状況です。 

区民会議では、放置自転車の議論が活発のようですが、浸水対策は、社会基盤に

関わるもので、集中豪雨が多発する近年において、地域として早急に取り組むべき

課題と考えます。是非、区民会議で取り上げ、市へ上程して頂きたいと思います。 

既に、川崎市では、下水道整備計画や地域防災計画でのパブリックコメントは終

了しているようですが、集中豪雨による中原街道の冠水多発の状況をふまえると、

優先的・重点的に取り組む課題の一つと考えます。 

集中豪雨時には、中原街道は川のようになります。これまで、この浸水による交

通事故等の発生や人命に関わる被害がないのが幸いですが、発生してからでは遅い

ので、是非、区民会議で取り上げ、市に働きかけて頂きたいと思います。 

過去、市にも意見申し上げておりますが、なかなか動いて頂けない状況です。 

 

 

 

 

６月２日の区民会議運営部会で、次（１０月以降）の検討課題を選定する際に、上

記メールを課題の候補として検討 

【検討結果】 

・課題の選定にあたっては、自ら解決することが難しいハード（都市基盤）整

備の課題よりも、ソフト面の課題を選定することが適切である。 

・「浸水問題」を解決するためには、都市基盤整備による要因が大きいことか

ら、区民会議として解決を図るための方針、方策を見出すことが難しい。よ

って、検討課題とすることは見送る。 

・「浸水問題」を区民会議の課題としてほしい要望があったことや区民会議で

の審議内容などを市の担当部局及びメール送信者へ報告していく。 

 

 

 

 

担当部局へ連絡し、当該メールの内容、区民会議運営部会での審議経過を報告 

 

 

 

メールの送信者へ区民会議運営部会での検討結果、対応について報告 


